
　

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、大
阪

府
の
教
職
員
の
研
修
や
教
育
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
う
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、新
た
な
学
び
を
創
造
す
る
学
校
と
し
て
、

２
０
１
１
年
に
誕
生
し
た
。
同
校
の
役
割
に
つ

い
て
校
長
の
坂
井
啓
祐
先
生
は
こ
う
語
る
。

 

「
知
識
や
技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
探
究
す

る
力
の
育
成
を
重
視
し
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
の
授
業
へ
の
転
換
な
ど
、新
し
い
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
先

進
的
な
教
育
に
つ
い
て
研
究
・
実
践
を
行
い
、そ

の
成
果
を
発
信
し
、他
の
府
立
高
校
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
の
が
本
校
の
重
要
な
役
割
で
す
」

　

そ
ん
な
同
校
の
教
育
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
が
、教
科
横
断
型
の
学
校
設
定
教
科

「
探
究
ナ
ビ
」。
自
己
の
可
能
性
を
最
大
限
引

き
出
し
て
将
来
に
つ
な
げ
る
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を

軸
に
し
た
３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。文
科
省
に

よ
り
教
育
特
例
校
の
指
定
を
受
け
、「
総
学
」に

代
え
て
各
学
年
２
単
位
で
実
施
し
て
い
る
。

　

３
年
間
の「
探
究
ナ
ビ
」の
目
標
は
、「
自
ら

の
進
路
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
の

育
成
」だ
。
立
ち
上
げ
時
か
ら
担
当
し
て
き
た

探
究
科
主
任
の
山
元 

聡
先
生
は
、「
職
業
生

活
と
い
う
狭
義
の
キ
ャ
リ
ア
で
は
な
く
、生
活

全
般
を
指
す
ラ
イ
フ
・
キ
ャ
リ
ア
を
豊
か
に
す

る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
」と
強
調
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、１
年
生
で
人
と

つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付

け
、２
年
生
は
社
会
と
自
分
と
の
関
わ
り
へ
の

関
心
を
高
め
、３
年
生
は
未
来
を
見
据
え
て

新
た
な
学
び
を
創
造
し

大
阪
府
の
教
育
を
先
導
す
る
学
校

演
劇
手
法
も
取
り
入
れ

人
間
関
係
を
形
成

主
体
的
、創
造
的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む

と
い
う
、３
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計（
図

１
）。
同
校
の
シ
ン
ボ
ル「
学
び
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」

（
図
２
）に
配
し
た
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
発
見
、

探
究
、感
動
、自
信
」を
繰
り
返
し
体
験
し
な

が
ら
、ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

意
識
し
て
実
践
し
て
い
る
。

 

「
探
究
ナ
ビ
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、山
元
先
生
の

統
括
の
下
、毎
年
度
、各
学
年
担
当
者
が
学
年

目
標
や
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
常
に
新
し

さ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
設
計
し
て
い
る
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
、今
年
度
の
計
画
を
見
て

い
こ
う
。

　

１
年
生
の「
探
究
ナ
ビ
Ⅰ
」の
テ
ー
マ
は
、「
生

き
る
力
の
基
礎
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
」だ
。
１
学
期
は「
ク
ラ
ス
の
全
員
と

話
す
」「
肯
定
的
に
受
け
止
め
る
」な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て

自
己
表
現
で
き
る
ク
ラ
ス
の
場
づ
く
り
を
行
う
。

そ
の
上
で
２
学
期
以
降
、「
仕
事
調
べ
」や「
演
劇

プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
、グ
ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組
む
。

 

「
自
分
中
心
の
表
現
か
ら
、相
手
が
ど
う
感
じ

る
か
・
ど
う
受
け
止
め
る
か
に
配
慮
し
た
相
手

中
心
の
表
現
へ
―
―
段
階
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

で
、自
分
を
変
え
て
い
く
力
も
育
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
探
究
科
担
当
・
酒
井
将
平
先
生
）

　

１
年
生
で
特
に
生
徒
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大

き
い
の
が
、年
度
終
盤
に
取
り
組
む「
演
劇
プ
ロ

グ
ラ
ム
」だ
。
８
〜
９
人
の
グ
ル
ー
プ
が
力
を
合

わ
せ
て
５
〜
10
分
の
作
品
を
制
作
し
、自
ら
演

大阪府教育センター附属高校は、キャリア教育を軸にした「探究ナビ」のプログラムを構築、実践しています。
３年間の実践内容はもちろん、形骸化させないための工夫や、体験的な学習の評価の仕方など、

キャリア教育の充実を目指す幅広い学校へのヒントが詰まった事例です。
取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践

主体的に人生を切り拓いていく力の
スパイラル的な成長を促す「探究ナビ」

大阪府教育センター附属高校
（大阪・府立）

教育センターとの連携　 演劇プログラム　 地域フィールドワーク
　 課題解決学習　 ルーブリック評価
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コミュニケーション力 社会とつながる 社会の一員として課題を主体的、
創造的に解決する 

ねらい：自らの進路を切り拓くことができる人材の育成

探究ナビⅠ
（１年生）

探究ナビⅡ
（２年生）

探究ナビⅢ
（３年生）

学年
テーマ

評価の
観点

学習の
到達目標

主な
プログラム

さまざまな事柄・出来事などに積極的に興味をも
ち、気付いた（発見）疑問・不思議に対しての解
決意欲を掻き立て、解決してゆく姿勢（探究）を身
に付ける。その研究・学習結果に満足し、あるい
は一層の学習を深めることで、新たな結果を獲得
することの驚き・喜びを感じる（感動）など、肯定的
なスパイラルに巻き込まれていることを実感でき、
新たな発見を求め自信をもって次の課題にチャレ
ンジしてゆく姿勢を獲得できる。

〇 観る力、聴く力
〇 自分を変える力
〇 表現する力
〇 協働する力

● クラス開き
● 表現できる場作り
● 適性検査を利用した自己理解
● コミュニケーション（１対１／１対複数／協働性
を育む など）

● 自然史博物館学芸員による講義
● 仕事調べ
● 演劇プログラム　など

● あびこ探検（地域フィールドワーク）
● 適性検査を活用した「自分探し」
● 探究スキルの学習（インタビュー／アンケート作
り／資料活用）

● 分野別グループ活動（フィールドワーク／調べ
学習／発表）

● The Money（お金の使い方について）　など

● 起業を考える（個人）
● 2045年問題を考える（外部講師による講義／
まとめ発表）

● ２人探究
● 起業をテーマにした課題研究（グループ）　など

〇 気付き・感じる力
〇 多面的・多角的に考える力
〇 関わる力
〇 計画する力
〇 協働する力

〇 企画する力
〇 望ましい解決をめざす力
〇 発信する力
〇 進路を切り拓く力

さまざまな事柄・出来事などに興味をもち、積極的
に関わり、その課題に気付き（発見）、アンケート
やインタビュー、文献研究やネット検索など計画的
に調査を深め（探究）、新たな結果を獲得すること
で、新たな事象を発見する（感動）。研究結果を
多面的・多角的に分析し、共同して整理、推測す
ることで、発表（発信）する。周囲に影響を与えると
ともに、新たな発見を求め、自信をもって次の課題
にチャレンジしていく。

「起業」「2045年問題」についての基礎知識を
理解し、さまざまな事柄・出来事など興味をもった
テーマについて（発見）多方面からの検証方法を
考え、調査・研究し、論題を決定する（探究）。望ま
しい解決方法を目指し、文献、ネットなどでの研究
をし、レポートとしてまとめ（感動）最適な発信方法
を考えてプレゼンテーションを行う。さらに将来を
展望し、建設的に創造力を発揮し、周囲を巻き込
んでいくことを実感でき（自信）、社会の一員として
の自覚を深め、将来への自信をもって社会人基
礎力を身に付ける。

2011年設立／普通科
生徒数837人（男子365人・女子472人） 
進路状況（2016年３月実績）　大学134人・短大16人
専門学校82人・就職16人・その他31人
大阪市住吉区苅田4-1-72　

 06-6692-0006
 http://www.osaka-c.ed.jp/partner/

2011年、府立大和川高校の敷地を受け継ぎ設立。隣接する大阪府教育センターの研究・
研修機能と直結し、同センターと連携して教育活動を実践することにより、大阪府の教育
課題の解決に資する役割をもつ「ナビゲーションスクール」。教育課程特例の指定を受け、
学校設定教科「探究ナビ」を設置。文科省「高校生の基礎学力の定着に向けた学習改善
のための調査研究事業」（平成28年度）実践研究校。

じ
て
発
表
す
る
。
最
初
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
内
容
に
こ
れ
ま
で
の『
探
究
ナ
ビ
』の
取

り
組
み
を
盛
り
込
む
こ
と
」の
み
。
あ
と
は
自

由
で
、テ
ー
マ
も
シ
ナ
リ
オ
も
生
徒
が
ゼ
ロ
か
ら

作
る
。
こ
の
目
的
は
、上
手
に
演
じ
る
こ
と
で

は
な
い
と
い
う
。

 

「
チ
ー
ム
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
1

つ
の
物
を
作
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
意
味

が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
グ

ル
ー
プ
や
、演
じ
る
こ
と
を
恥
ず
か
し
が
る
生

徒
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、チ
ー
ム
で
苦

労
し
な
が
ら
、相
手
の
発
言
を
否
定
し
な
い
こ

と
の
大
切
さ
や
メ
モ
を
取
る
必
要
性
な
ど
、話

し
合
い
を
う
ま
く
進
め
る
コ
ツ
を
自
分
た
ち
自

身
で
学
び
と
っ
て
い
き
ま
す
」（
探
究
科
担
当
・

藤
林
則
孝
先
生
）

　

２
年
生「
探
究
ナ
ビ
Ⅱ
」の
テ
ー
マ
は
、「
自

然
・
社
会
と
の
か
か
わ
り
へ
の
関
心
を
高
め
、課

題
を
探
究
す
る
能
力
・
態
度
を
育
成
す
る
」こ

図1 「探究ナビ」の概要（2017年度計画）

図2 大阪府教育センター附属高校の
シンボル  「学びのクローバー」

身
近
な
社
会
に
目
を
向
け

課
題
に
気
付
く
経
験
を
す
る

53 2017 MAY Vol.417



演劇プログラム

「起業を考える」

自らの演劇公演のほか小
中高校生に向けたコミュニ
ケーションワークショップも
取り組む団体「劇団衛星」
による指導を受けながら進
める。

自分たちだけでやっている
と課題は見えにくい。グルー
プ間で演劇を見せ合ってア
ドバイスをもらい、修正しな
がら仕上げていく。

３年生になると、それまで学んだ演劇的手法やプレゼンテーシ
ョン資料作成の方法などをフル活用して発表を行う。

「探究ナビⅠ」の振り返りコメントより
●私が一番、苦戦したのはこのテーマ（演劇）でした。（中
略）消極的で参加してくれない人もいたし、自分なりにがん
ばれる人もいたし、いろいろな性格の人がいるなかで、自分
がどれだけがんばれなかったか実感しました。もっと自分が
一番、積極的にできるようになりたいと思いました。
●中学生の頃は、自分はおとなしくて、人とあまり話せなく
て、自分の意見も言わなかったです。だけど、この学校の１
年になって、この「探究」の授業のおかげで友達がたくさん
できて、自分からも意見とか話せるようになりました。
●自分の考えを単に伝えるだけでなくて、（中略）私はこの
授業を通して「相手の話をしっかり聞く」「自分の考えをわか
りやすいように考えて話す」の２つを目標にしていました。自
分のなかでは少しは達成できたと思うけど、２年でもっとがん
ばろうと思いました。
●人と協力する力が一番、身に付きました。今までは、自分
さえよければなんでもいいという自己中心的な考えをしてい
たけれど、人の意見も聞いて協力した方が何倍もおもしろい
し、楽しいということに気が付きました。これからも人と協力し
合って楽しもうと思いました。

最優秀賞を受賞した「かさばらない２つ穴用バインダー」を
考案したグループのレポートより
今回の発表は、私たちに「人脈」の大切さを教えてくれた。最初の私た
ちは個人の意見のみの「考え」を交換し商品を作っていた。しかしアンケ
ートを通じさまざまな人の「意見」「想い」「考え」を感じ、私たちの商品に
対する考え方は一変した。さまざまな人から意見をもらうことによって、物
事や商品を様々な視点から考えられるようになったのだ。「買い手」や
「聞き手」の想いも踏まえて考えられるようになった。それが「人脈」を通
し、私たちが学び成長できた最大の点だと考える。
そして、その成長点から様々な人の意見を反映させ、より精度の高い商
品を考えられた。私たちはこの発表が私たちだけの力で出来たとは考え
ない。様々な人々の力があってこそ完成したものだと考える。そういう「考
え方」が探究活動で得られたものである。

 

「
狙
い
は
起
業
家
の
育
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

こ
に
進
学
・
就
職
す
る
か
と
い
う
近
視
眼
的
な
将

来
か
ら
、も
っ
と
先
に
目
を
向
け
さ
せ
る
た
め
の

企
画
で
す
。
今
後
、科
学
技
術
の
目
覚
ま
し
い
進

化
に
伴
い
、価
値
観
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
今
は
人
気
が
あ
る
仕
事
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
や
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
未
来
の
可
能
性
も
考
え
な
が
ら
生
き
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
元
先
生
）

　

３
年
間
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
課
題
に
取
り

組
ん
で
き
た
経
験
で
、生
徒
は
大
き
く
成
長
す
る
。

 

「
１
年
生
の
時
は
細
か
い
指
示
が
必
要
で
し
た

が
、３
年
生
で
は
か
な
り
生
徒
の
自
由
に
さ
せ

て
い
ま
す
。
難
易
度
は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、話

し
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
で
、し
っ
か
り
１
つ
の
形
を

作
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、成
長
し
た
ん

だ
な
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
す
」（
探
究
科

担
当
・
小
山
真
弘
先
生
）

　

新
設
校
と
し
て
進
路
実
績
も
注
目
さ
れ
る

な
か
、初
期
の
「
探
究
ナ
ビ
」は
短
期
的
な
進

路
実
現
の
た
め
の
指
導
と
、長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
間
で
揺
れ
て
い
た

と
い
う
。
目
前
の
出
口
を
優
先
し
、３
年
生
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
補
習
を
入
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、「
う
ま
く
い
っ
た
と
は
い
え
な
い
」と
山
元
先

生
は
振
り
返
る
。

 
「
こ
の
子
ら
の
人
生
が
豊
か
に
な
る
よ
う
に
、

先
を
見
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
筋
を
通
す

べ
き
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
正

解
な
の
か
？
な
ぜ
正
解
な
の
か
？
と
い
っ
た

問
い
に
じ
っ
く
り
取
り
組
め
る
の
は
、『
探
究
ナ

と
だ
。地
域
の
魅
力
を
調
べ
る「
あ
び
こ
探
検
」

や
、歴
史
・
福
祉
・
防
災
の
テ
ー
マ
別
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
経
て
地
域
社
会
に
対
す
る
提
言
を

行
う
「
分
野
別
調
べ
学
習
」な
ど
、社
会
と
絡

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、イ
ン
タ

ビ
ュー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、資
料
活
用
な
ど
の
探
究

活
動
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
学
習
も
行
う
。
１
年

生
で
も
調
べ
学
習
は
行
う
が
、そ
の
調
べ
方
や

発
表
方
法
に
求
め
る
レ
ベ
ル
は
上
が
る
。

 

「
１
年
生
の
仕
事
調
べ
は
調
べ
た
こ
と
を
発
表

で
き
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
し
か
し
、２
年
生
で

は
、調
べ
た
内
容
を
し
っ
か
り
自
分
の
な
か
に

落
と
し
込
ん
で
、そ
れ
に
つ
い
て
意
見
を
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」（
藤
林
先
生
）

　

さ
ら
に
、自
ら
意
見
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

周
囲
を「
巻
き
込
む
」と
い
う
動
き
も
期
待
す
る
。

 

「
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
障
害
者
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
の
に
狭
い
公
衆
ト
イ
レ
を
見
つ
け
、車
い
す
で

も
使
用
し
や
す
い
よ
う
な
改
善
を
提
言
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
対
応
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ

ビ
』の
時
間
だ
け
で
す
か
ら
」（
山
元
先
生
）

　

現
在
は
そ
う
し
た
軸
を
堅
持
し
な
が
ら
、進

路
指
導
部
と
連
携
し
て
い
る
。「
探
究
ナ
ビ
」の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、「
適
性
検
査
」「
も
の
づ
く
り
講

座
」「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
指
導
」な
ど
進
路

指
導
部
主
導
の
内
容
も
挿
入
。
協
働
性
を
重

り
ま
し
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
自
分
た
ち
が
気
付

き
、行
動
し
た
こ
と
で
社
会
が
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
、と
い
う
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」（
山
元
先
生
）

　

３
年
生「
探
究
ナ
ビ
Ⅲ
」の
テ
ー
マ
は
、「
社
会

の
一
員
と
し
て
主
体
的
、創
造
的
に
課
題
を
解

決
す
る
力
の
育
成
」。
３
年
間
の
総
ま
と
め
と

し
て
、未
来
に
関
す
る
こ
と
を
題
材
と
し
た
課

題
研
究
が
メ
イ
ン
と
な
る
。
昨
年
度
か
ら
は

「
起
業
す
る
な
ら
？
」と
い
う
設
定
で
、こ
れ
か

ら
の
社
会
に
役
立
つ
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
企
画
・
立
案
に
、１
学
期
は
個
人
、２
学
期
は

グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
今
年

度
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
が
人
間
の
脳
を

超
え
る
と
予
測
さ
れ
る
「
２
０
４
５
年
問
題
」

の
視
点
も
盛
り
込
み
、よ
り
具
体
的
な
未
来
像

を
描
か
せ
る
予
定
だ
。

視
野
を
広
げ
る
経
験
を
基
に

進
路
に
向
き
合
う

｢
２
０
４
５
年
を
ど
う
生
き
る
？
」

過
去
を
踏
ま
え
て
未
来
を
考
え
る
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発表の
明確さ

理解したこ
とに基づき、
新たな状況
を推測して
いる。

例が適切で、
聴衆が自分
の事に置き
換えて考え
ることができ
ている。

用語や概
念は正しく
理解され、
論理的で、
筋が通って
いる。

調べたこと
の連絡に過
ぎない。

ＩＣＥの
レベル

Extensions
応用

Connections
つながり

Ideas
考え －

※ＩＣＥモデル：問いに対する答えからIdeas（考え）、Connections（つながり）、
Extensions（応用）のどの段階にいるかを評価する視点

視
す
る
授
業
の
一
環
と
し
て
進
路
学
習
の
一
部

を
行
う
こ
と
で
、他
の
生
徒
の
情
報
や
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
、広
い
視
野
を
も
っ
て
進
路

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

進
路
状
況
を
見
る
と
、開
校
以
来
、大
学
進

学
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
数
字
以

上
に
変
化
が
あ
っ
た
の
が
、進
路
実
現
に
向
け

た
生
徒
の
行
動
だ
と
い
う
。「
宿
題
と
し
て
強

制
し
な
く
て
も
自
ら
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
進
路
指
導
部
・
森

本
多
美
子
先
生
）な
ど
生
徒
の
積
極
的
な
行

動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、明
確
な
目
標
を
も

っ
て
進
路
選
択
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

「
初
期
は
優
秀
な
生
徒
が
個
別
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
印
象
で
し
た
が
、今
は
み
ん
な
で
支
え
合
っ

て
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
ム

ー
ド
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
入
学
す

る
生
徒
の
質
が
変
わ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る『
探
究
ナ
ビ
』の

取
り
組
み
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
進
路
指
導
部
部
長
・
石
坂
美
枝
先

生
）

 

「
探
究
ナ
ビ
」は
学
年
末
に
５
段
階
で
成
績
評

価
を
行
う
。学
年
ご
と
に「
観
る
力
・
聴
く
力
」

「
協
働
す
る
力
」な
ど
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力

４
〜
５
項
目
を
評
価
観
点
と
し
て
設
定
し
、学

習
単
元
ご
と
に
評
価
を
実
施
。
年
間
を
総
合

し
て
成
績
を
つ
け
て
い
る
。

　

同
校
は
13
年
か
ら
３
年
間
、文
科
省
よ
り

「
高
等
学
校
に
お
け
る
多
様
な
学
習
成
果
の

評
価
手
法
に
関
す
る
調
査
研
究
」の
指
定
を

受
け
、幅
広
い
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
の
評
価
の

手
法
・
指
標
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

「
探
究
ナ
ビ
」に
お
い
て
も
、試
行
錯
誤
し
な
が

ら
新
た
な
手
法
に
挑
戦
。
16
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル（
※
）を
用
い
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る

質
的
な
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る（
図
３
）。

 

「
生
徒
が
書
い
た
振
り
返
り
の
文
章
を
読
ん

で
、Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
ど
の
段
階
に
あ
る
か
を
見
る
方

法
で
す
。
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
時
間

は
か
か
り
ま
し
た
が
、計
量
的
で
は
な
く
質
的

な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」（
山
元
先
生
）

 

「
探
究
ナ
ビ
」を
立
ち
上
げ
て
６
年
。い
か
に

形
骸
化
さ
せ
ず
効
果
的
に
実
践
し
続
け
る
か

は
、授
業
者
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

現
在
、「
探
究
ナ
ビ
」の
授
業
を
行
う
の
は
各
ク

ラ
ス
の
担
任
・
副
担
任
だ
。
目
標
が
ぶ
れ
た
り

指
導
方
法
が
ず
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、月
１
回

程
度
は
授
業
担
当
者
が
集
ま
っ
て
打
ち
合
わ

せ
を
実
施
。
さ
ら
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
ー
マ
に
す
る
１
年
生
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
言
動

や
対
応
で
生
徒
の
表
現
を
妨
げ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
慎
重
に
や
っ
て
い
き
た
い
」と
、１
年

生
を
担
当
す
る
酒
井
先
生
は
全
ク
ラ
ス
の「
探

究
ナ
ビ
Ⅰ
」に
参
加
し
て
、担
任
・
副
担
任
と
役

割
分
担
し
な
が
ら
進
め
る
予
定
だ
。

　

立
ち
上
げ
初
期
は
３
人
の
担
当
教
員
が
全

ク
ラ
ス
の「
探
究
ナ
ビ
」を
行
っ
て
い
た
。そ
れ
を

あ
え
て
拡
大
し
た
の
は
、他
の
教
員
も
講
義
型

で
は
な
い「
探
究
ナ
ビ
」の
視
点
や
授
業
ノ
ウ
ハ

ウ
を
身
に
付
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
授
業
に

も
生
か
し
て
も
ら
う
意
図
が
あ
る
。
実
際
、「
探

究
ナ
ビ
」の
経
験
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、自
教

科
の
授
業
に
演
劇
の
手
法
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
た
教
員
も
少
な
く
な
い
。
生
徒
も
そ
う
し
た

授
業
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ
て
い
る
た
め
、ス
ム
ー
ズ

に
い
く
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
本
校
で
実
践
し
た

こ
と
を
次
の
異
動
先
の
学
校
で
も
実
践
し
広

め
て
ほ
し
い
」と
、坂
井
校
長
は
期
待
す
る
。

　

探
究
科
担
当
に
は
若
手
の
教
員
が
就
き
、ベ

テ
ラ
ン
の
山
元
先
生
が
見
守
る
な
か
、独
自
性

を
発
揮
し
て
挑
戦
し
て
い
る
。
後
続
の
担
当
者

に
受
け
継
い
で
い
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、山
元

先
生
は
こ
う
語
る
。

 

「
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
信
じ
る
こ
と
。
彼
ら
は

成
長
し
た
い
と
願
っ
て
こ
の
学
校
に
来
て
い
ま

す
。そ
の
気
持
ち
を
基
本
と
し
て
授
業
に
あ
た

れ
ば
、生
徒
は
必
ず
伸
び
る
は
ず
で
す
」

●

　

全
国
的
に
も
珍
し
い
成
り
立
ち
の
学
校
だ

が
、そ
の
取
り
組
み
内
容
は
他
校
が
真
似
で
き

な
い「
特
別
」な
も
の
で
は
な
い
。
週
２
時
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
あ
る
が
、「
部
分
的
に
切
り
取

っ
て
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
」と
坂
井
校
長
。
府
立
高
校
の
み
な

ら
ず
、新
た
な
学
び
を
目
指
す
学
校
に
は
ヒ
ン

ト
が
多
い
事
例
と
い
え
そ
う
だ
。

Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
使
っ
た

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価

｢

探
究
ナ
ビ
」の
経
験
を

各
自
の
授
業
改
善
に
生
か
す

自分の殻を破って
積極的に行動できるように

　他の学校にはない
「探究ナビ」の授業と、
部活が楽しそうだった
ことに惹かれて、この
学校に入学しました。
僕は中学生の頃から
将来は看護系の仕事
に就きたいと思ってい
たのですが、「探究ナ
ビ」で仕事内容や「な
るには」を詳しく調べ
たことで、簡単には就けないことがわかりました。しっかり
勉強しなくちゃいけないな、と。それで火がついて、今は中
学時代よりも勉強をがんばっています。（飯野君）

　私は人前で何かを発表するのは苦手なタイプだったの
で、「探究ナビ」は楽しみでもあり、不安でもありました。一
番印象に残っているのは１年生の「演劇」です。最初は難
しかったのですが、だんだん「こうやりたい」とみんなに伝え
られるようになり、声がすごく小さかった私も大きな声が出
せるようになりました。こうした「探究ナビ」で自信がつき、
生徒会に入る勇気も出せました。２年生の後期からは会
長となり、マナーアップ運動を新たに立ち上げたり、学校
をよくするために活動しています。（飯尾さん）

生徒会会長・３年生 飯尾悠華さん
（写真左）／生徒会執行部・２年生 
飯野竜輝君（同右）

探究科担当
藤林則孝先生

探究科担当
酒井将平先生

探究科担当
小山真弘先生

進路指導部部長
石坂美枝先生

進路指導部
森本多美子先生

探究科主任
山元 聡先生

校長
坂井啓祐先生

図3 「探究ナビ」のルーブリックの例
（グループ発表に対するケース）
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